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続柄 状　　況 特記事項 食事に注意している場合に○








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ローレル指数 0．54 一〇．017 一〇．38 一〇．039 0．22





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































食　品　名 回数 食　品　名 回数 食　品　名 回数
アイスクリーム 26 ショートケーキ 3 さくらんぼ 1
スナック菓子 16 ぶ　ど　う 3 卵サンド 1
牛　　　乳 14 ア　ンパン 2 卵ボーロ 1
ヨーグルト 13 インスタントラーメン 2 チーズトースト 1
清涼飲料水 11 オレンジ 2 チーズバーガー 1
せんべい 11 くし団子 2 チョコパフェ 1
ゼ　リ　ー 10 ジヤムパン 2 手巻き寿司 1
チョコレート 10 シュークリーム 2 パ　　　　イ 1
ビスケット 9 す　る　め 2 ハムサンド 1
す　い　か 8 ピザトースト 2 プ　ラ　ム 1
クリームパン 7 ホットケーキ 2 プ　リ　ン 1
ドーナツ 7 マ　フ　ィ　ン 2 ポップコーン 1
バ　　ナ　ナ 7 み　か　ん 2 マシュマロ 1
ク　ッキー 6 ヤクルト 2 まんじゅう 1
とうもろこし 5 ようかん 2 蒸しパン 1
キャンディー 4 アーモンド 1 メロンパン 1
メ　　ロ　　ン 4 杏仁豆腐 1 焼きそば 1
桃 4 イ　チ　ゴ 1 野菜サンド 1
おにぎり 3 今川焼き 1 り　ん　ご 1
か　き　氷 3 お　は　ぎ 1
カステラ 3 きゅうり 1
計 238
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行った．
　体内での活性酸素が関与する酸化反応は，
がんをはじめとする生活習慣病の発症に関係
が深い．酸化を受けやすい成分としては，植
物性油や魚油に多い不飽和脂肪酸が挙げられ
る．この成分を摂取する際には同時に，ビタ
ミンE・β一カロテン・ポリフェノール・ビタ
ミンCなどの抗酸化力をもっ物質を食物から
多く摂取することが望ましく，このことはス
トレスの多い現代において重要な意味を持っ．
　小学校高学年児童のビタミンE所要量は8
～12㎎であるが，本調査における家庭の食生
活で，L群およびM群の摂取量は1週間を通
して所要量よりも大幅に少なかった．また，
前述したように，脂質摂取は動物性脂肪を減
らし，植物性油または魚油を増やすことが望
ましいが，それとともに，ビタミンE等の抗
酸化力のある物質の摂取を大幅に増加させる
必要があろう．
　viii）ビタミンB1摂取の実態
　ビタミンB、にっいても同様に充足率を算
出した（図16）．1週間および平日の平均値
はどの群もほぼ所要量を満たしており，学校
給食の貢献度の高さがうかがえた．しかしな
がら，休日のL群・M群の摂取量はかなり少
なく（所要量の約60％），他の栄養素同様，
体格指数の大きくない児童の休日における食
生活の貧困さがうかがえた．これらの児童は，
長期休業中にビタミンB次乏症（脚気，倦怠
感を伴う）を発症する可能性があり，いわゆ
るやる気のない児童を生むことに成り兼ねな
い．1日中だらだらと過ごす児童が増加する
ことのないよう，児童ばかりでなく保護者に
対しても，家庭での食生活の問題点について
把握してもらう機会を設ける必要があると思
われる．
　ix）ビタミンB2摂取の実態
　ビタミンB2についても同様に充足率を算
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　　　　　　　　　図18　家庭の食生活におけるPFC比の体格別比較
バーの値は±標準偏差を示す．＊，＊＊は，脂質のPFC比にっいてL，　M，　H群間でt検定を行ったところ，
互いに有意差が認められたことを示す（＊＊：p＜0．01，＊：p＜0．05）．※，※※は，炭水化物のPFC比につい
てL，M，　H群間でt検定を行ったところ，互いに有意差が認められたことを示す（※※：p＜0．01，※：
p〈0．01）．
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出した（図16）．1週間および平日の平均値
は，ビタミンBl同様どの群も所要量を満た
していたが，L群・M群の休日の摂取量は所
要量を満たしておらず，ここでも家庭の食生
活が心配された．ビタミンB2はビタミンBl
同様エネルギー代謝に関係する重要な栄養素
であり，不足すると口唇炎や口角炎を発症し，
重症の場合には成長停止をも引き起こし兼ね
ない．また，ビタミンB1同様，水溶性ビタ
ミンなので毎日欠かさず摂取する必要があり，
長期休業中に偏った食生活が続くことはやは
り危険である．
　x）ビタミンC
　ビタミンCについても同様に充足率を算出
した（図16）．ビタミンCの所要量に対する
充足率は，どの群も1週間を通じて100％に
満たなかった．また，他の栄養素同様，どの
群も休日の摂取量が少なかった．ビタミンC
は，血管壁・皮膚・軟骨などの成分であるコ
ラーゲンの形成に重要であり，その所要量は
男女とも11歳70mg，12歳80mgである．欠乏す
ると壊血病や骨形成不全となるので，日頃か
らの野菜や果物の摂取を心がける必要がある．
また，野菜，果物には食物繊維も多く含まれ
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るため，小児生活習慣病の予防のためにもこ
れらの食品の摂取を増やすことは最重要課題
とも言えよう．
　xi）野菜類摂取の実態
　対象児童全員の野菜類の摂取量を，1週間
の食事調査と各児童に対応する学校給食栄養
報告（週報）書1）（平成14年5月）を用いて算
出した（図20）．有意差はなかったものの，
平日および1週間の平均値はM群が最も多く，
L群およびH群は少なかった．体格が標準的
な児童が野菜を多く摂取していることがわかっ
た．野菜の摂取量が多いと，食物繊維の摂取
量も多くなり，他のビタミンやミネラルも多
く摂取できることから，野菜を多く含む食事
は，健康的でバランスの良い食事と見なすこ
とができる．標準的な体格であること（M群）
とこのような健全な食生活を送っていること
との関連性は深いと言えよう．L群はエネルギー
および他の栄養素の摂取量も少なく，本結果
との矛盾はないと思われるが，H群はビタミ
ンC摂取量が最も多かった（図16）ので本結
果と矛盾するように見える．図16と図20の結
果が若干異なった理由は，図16が各群から10
名ずっ抽出した結果であるのに対し，図20は
　　＊一一
　　　　　　■：家庭（動物性油），［］：家庭（植物性油），　■：家庭（魚油），　□：給食
図19　1週間の食事調査および学校給食栄養報告（週報）書に基づく体格別脂質摂取量の内訳
＊は，脂質の種類ごとにL，M，　H群間でt検定を行ったところ，魚油の摂取量において互いに有意差が
認められたことを示す（p＜0．05）．
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児童全体の結果を用いたことが影響したと考
えられる．
　平日と休日で野菜摂取量を比べるとどの群
も休日の方が少ない傾向にあった．平日の摂
取量が多かったのは，学校給食の貢献による
ところが大きいと思われる．「健康日本21」は
成人の野菜摂取量の目標値を350gとしてい
る12！子供と成人で体格が異なるので350g
は無理としても，休日の摂取量をあと100g
は増やしたいものである．週休2日となった
現在，家庭での食生活の改善が望まれる．
　刈i）果物類摂取の実態
　野菜類と同様，果物類の摂取量をまとめた
（図20）．果物の摂取量はどの群も個人のばら
っきが大きく，図に示されるように標準偏差
が非常に大きかった．有意差はなかったもの
の，休日の果物摂取は，野菜類同様，M群が
最も多い傾向にあった．学校給食でも給食セ
ンターごとの差が大きく，平成14年5月の1
週間における飯田下伊那地区の給食1食当た
りの平均値はOg～30．1gであり1！施設によ
る差が大きかった．
　果物類には食物繊維・ポリフェノール・カ
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テキン・アントシアン・カロテン・フラボノ
イドなどを多く含む食品が多く，これらの成
分には抗酸化機能や抗発がん作用などがあり
注目されている．カロリーの多いスナック菓
子や清涼飲料水の摂取を減らし，果物類を多
く摂れば，生活習慣病の予防につながるので，
今後は大人も子どもも果物摂取を多くする配
慮が必要となろう．また，学校給食でも，給
食施設ごとに差があるので，この点について
今後の課題として欲しいものである．
　3）本調査地区における児童の食生活の特
　　徴と問題点
　本調査地区における児童の食生活の状況を
体格別に見ると，次のことが明らかとなった，
L群はエネルギー・タンパク質・脂質・カル
シウム・鉄・ビタミンCの充足率が低く，全
体的に見て不足の傾向が強かった．特に休日
の摂取量が少なく，今後の成長・発達への悪
影響が懸念されるので，家庭での食生活の充
実が急務である．M群はエネルギー・鉄・ビ
タミンCの充足率が低いものの，野菜類・果
物類の摂取が他群と比べて多い傾向があり，
比較的バランスのとれた食事内容であった．
9
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図20　1週間の食事調査および学校給食栄養報告（週報）書に基づく体格別野菜類および果
　　　物摂取量の比較
図中のバーは±標準偏差を示す，
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H群はエネルギー・脂質・タンパク質の過剰
摂取が問題である一方で，ビタミンC・野菜
類の摂取が少なく，家庭における食事内容を
バランスの良いものに改善することが望まれ
た．
　全体的に見ると，タンパク質は充足してお
り，エネルギーがやや少ないものの，脂質摂
取量は所要量を上回っていた．脂質の摂取エ
ネルギー比が大きかったので，現在も約20％
の児童が発症している高脂血症をますます増
加させる危険性がある．カルシウム・鉄はと
もに不足の傾向にあり，将来的な骨の形成不
全や鉄欠乏性貧血の心配がある．ビタミンC・
ビタミンE・ポリフェノール類には抗酸化作
用があり，将来の生活習慣病発症予防に役立
っが，ビタミンC・ビタミンE・野菜類・果
物類ともに不足していたことから，今後の家
庭における食事内容の改善が望まれる．
　学校給食の元来の目的は栄養の不足を補う
ものであったが，飽食の時代と言われる現代
ではその意味も変化しているはずである．し
かしながら，本調査を終えて思うことは，学
校給食の元来の目的が再び見直されているの
ではないかということである．実数は把握で
きなかったが，ごく一部の児童が家庭で充分
な食事を摂っていない実態を垣間見ることが
できた．今日における学校給食の意義が大き
いことを実感せざるを得ない．加えて，平成
14年度より週休2日となり休日が増加したこ
とで，栄養面での児童への影響が拡大してい
る可能性がある．今後その点にっいてさらに
詳しく調べる必要があろう．また，夏休みや
春休みなどの長期休業中における児童の食生
活は，家庭による差が大きいと考えられるの
で，今後は，極端に体格の小さな児童に対す
る担任や養護教諭のきめ細やかな対応が求め
られよう．
　また，一部の男子に肥満の傾向が見られた
ことは，家庭での食事および休日の間食でエ
ネルギー摂取が多く，摂取脂肪のエネルギー
比が大きいためと考えられた．食事指導と生
活指導の両面からのサポートが必要であろう．
4．児童の運動・エネルギー消費の実態
　人が健康を維持するためには，食事・運動・
休養の3っの面から取り組むことが重要であ
る．そこで，2番目のファクターに挙げられ
る運動にっいて，児童の実態を調査するため
に，本調査に協力してもらった児童（269名）
の生活時間調査（図1における問17）より，
児童の生活活動指数を算出した（図21）．児
童の活動指数は体格によって差はなく，全体
の生活活動指数の1週間の平均は1．55であり
平日は1．57，休日は1．49であった，全体的に
見ると生活活動強度はやや低い（ll）に属す
ることが明らかとなった．しかしながらその
個人差は大きく，スポーツクラブに属してい
たり，スポーッ系の習い事をしている児童の
生活活動指数が2以上である一方で，何もし
ていない児童のそれはL3以下であり，生活
パターンに大きな違いが見られた．特に，休
日の活動内容は個人差が大きく，どちらかと
いうと体格指数の大きい児童程，活動指数は
大きかった．
　生活活動強度皿（適度）は，国民が健康人
として望ましいエネルギー消費をして，活発
な生活行動をしている場合であり，このとき
の生活活動指数はL7である．このレベルに
2。0
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　　　ユ週間平均　　　平日平均　　　休日平均
　　　　口・L群，E［lllM群，騒H群
図21生活時間調査に基づく体格別生活活動
　　　指数の比較
図中のバーは±標準偏差を示す，
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到達するためには現在の生活活動を約10％増
やすことが必要である．生活活動指数とは，
1日の平均活動量が基礎代謝量の何倍にあた
るか示すものであるが，それをO．15増加させ
るには，具体的には自転車乗りなら1時間，
キャッチボールなら53分，ジョギングなら30
分に相当する運動量を現在の生活に付加すれ
ば良い．
　健康づくりに適度な運動が必要であること
は，児童のみならず，成人にも共通している．
家族それぞれが自分に合った運動17）を日常
生活に組み入れることが必要であろう．食事
同様，家族揃っての適度な運動はコミュニケー
ションの増大にも繋がるので，子供と一緒に
キャッチボールやジョギングをして体を動か
すことは，家族揃って心身共に健康を保つた
めに欠かせないものとなろう．
　ひとりひとりが健康であるためには，食生
活や運動，休養といった生活管理を徹底する
とともに，人と人との心の交流を円滑に進め
ることが重要であることを，現代を生きる私
たちは忘れてはならないのかもしれない．
ま　と　め
　長野県飯田下伊那地区の小学校高学年児童
269名とその家族の食生活と健康にっいて，
アンケート調査を行い，学校保健統計調査と
学校給食栄養報告（週報）書を用いて調べた
結果は次のとおりであった．
（D　対象児童の家族の形態は，その68．9％が
拡大家族であり，平均世帯員数は5．81人とか
なり多かった．また，79．0％が共働き世帯で
あったが，食の外部化はあまり進んでいなかっ
た．
（2）家庭の食生活を担う人は，食品の品質と
安全性に大きな関心を持っていた．
（3）家族が健康に関して最も心配しているこ
とは高血圧であり，食事も塩分に気を配って
いた．
（4）対象児童の体格指数の平均値は，全国お
よび長野県のそれよりも少し小さかったが，
一部の男子で肥満傾向が心配された．
⑤　体格指数の大きなグループ（H群）の血中
中性脂肪濃度は他の2っのグループ（M群，L
群）の児童よりも高い傾向にあり，血中HDL
コレステロール濃度は，反対に低い傾向にあっ
た。
（6）高脂血症が心配な児童が約20％おり，食
事の内容が懸念された．
（7）　1週間の食事調査より，H群（n＝10）
の摂取エネルギー・脂質・タンパク質・鉄の
充足率は，L群（n＝10）よりも有意に高かっ
た（p＜0．05）．摂取エネルギーのPFC比は，
L群以外で脂質エネルギー比が30％を越えて
いた．また，L群児童の食事の貧困さが心配
された．
⑧　1週間の食事調査より，3群とも休日の
タンパク質・カルシウム・ビタミンB1の摂
取量が所要量よりも少なく，児童の家庭での
食事の充実が望まれた．
⑨　どの群も野菜の摂取量が少なく，1週間
を通してビタミンCの充足率が100％に満た
なかった．
（10）アンケートによる生活時間調査から，各
群の生活活動指数を算出したところ，生活活
動の指数は体格に影響を受けず，その1週間
の平均値（n＝236）は1．55であった．
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